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スポーツのあり方について考える

か

竹内由美

ぜ

持久走大会で 1・2位を争う子どもが、マッ

ト運動などでいろいろな活動をさせると、動

きがぎこちなかったりする場面を見かけるこ

とがあります。聞くと小学校 1年生からサッ

カークラブに通っていたりします。一つのス

ポーツに取り組むことで育つこともあるかも

しれませんが、年齢が低いときはさまざまな

可能性を見出すためにも、多様な身体活動を

させていくことが大切かと考えます。あそび

からスポーツへの転換期でもある時代に、子

どもたちはスポーツといい出会いをしている

のでしょうか。

かつて、丹下氏は「ひまが人間を作る」と

いう言葉でスポーツについて語られ、それを

高津氏は「自由時間に展開する自主的・自発

的なスポーツ（運動文化）が“人間を創る”」

と解釈されていたのを目にしました。子ども

たちが自由に使える時間や空間をおとなが奪

い、私たち労働者の自由に使える時間もどん

どん減少しています。健康ブームや商業ベー

スで用意された「スポーツ」の場の横行によっ

て「スポーツ」が持つ本来的な良さを、だれ

もが享受できていない現状があるのではない

でしょうか。

そもそも「スポーツ」とは、という発祥の

ところから、時代によって利用されたり、形

を歪められたりしながら、それでも私たち人

間にとって欠かせないものとして存在してき

ている「スポーツ」について、いろいろな視

点から見つめ直せたらと考えています。

スポーツをいろいろな側面から眺め、その

特質や構造などを知ることが大切だと思いま

す。多くは近代スポーツを題材に教材化して

学校で体育を展開している教師としても、ま

た、自身でスポーツをする者としても、スポー

ツをどう捉え、どう向き合うかを考えること

が、スポーツの持つ人間にとっての価値（意

味）やその可能性を探ることにつながること

だと思うからです。

子どもたちが、子ども時代を豊かに過ごす

ことができるよう、また、私たちおとなも豊

かな時間を過ごすことができるよう、「スポー

ツ」について考え合うきっかけができたらと

思います。

（たけうち　ゆみ／埼玉支部）


